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1. 平成27年2月期第2四半期の連結業績（平成26年3月1日～平成26年8月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年2月期第2四半期 37,639 7.5 766 38.1 902 43.2 498 35.5
26年2月期第2四半期 35,004 1.5 554 34.6 630 35.4 368 208.6

（注）包括利益 27年2月期第2四半期 805百万円 （△9.8％） 26年2月期第2四半期 893百万円 （516.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年2月期第2四半期 9.42 ―
26年2月期第2四半期 6.95 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年2月期第2四半期 46,233 16,815 36.0 313.98
26年2月期 45,604 16,144 35.0 301.19
（参考）自己資本 27年2月期第2四半期 16,634百万円 26年2月期 15,956百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年2月期 ― 0.00 ― 2.50 2.50
27年2月期 ― 2.50
27年2月期（予想） ― 2.50 5.00

3. 平成27年 2月期の連結業績予想（平成26年 3月 1日～平成27年 2月28日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 80,000 6.0 1,800 18.2 1,900 21.0 1,100 △17.6 20.76



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年2月期2Q 53,289,640 株 26年2月期 53,289,640 株
② 期末自己株式数 27年2月期2Q 311,696 株 26年2月期 311,599 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年2月期2Q 52,978,003 株 26年2月期2Q 52,978,065 株
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（1）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期(平成26年３月１日～平成26年８月31日)におけるわが国経済は、政府による経済

政策や金融施策の効果により緩やかな回復基調となりましたが、消費税率引上げに伴う駆け込み

需要の反動の長期化や海外景気の下振れなどの懸念材料もあり、楽観視できない状況で推移いた

しました。 

百貨店業界におきましては、消費税率引上げ後、個人消費の足踏みが見られ、また不安定な

天候の影響も受けましたが、東京地区百貨店売上高は駆け込み需要やインバウンド効果もあり、

わずかに前年実績を上回りました。 

 こうした状況の中、当社グループでは２年目を迎えた「中期経営計画」（2013～2015 年度）の

基本方針に沿った諸施策に引き続き取り組み、業績の向上を目指してまいりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は37,639百万円と前年同四半期に比べ2,634

百万円(＋7.5％)の増収となり、営業利益は 766 百万円と前年同四半期に比べ 211 百万円(＋

38.1％)の増益、経常利益は 902 百万円と前年同四半期に比べ 272 百万円(＋43.2％)の増益、四

半期純利益は 498 百万円と前年同四半期に比べ 130 百万円(＋35.5％)の増益となりました。 

＜百貨店業＞ 

百貨店業の銀座店では、中期経営計画の基本方針の下、個性的な百貨店「GINZA スペシャ

リティストア」のさらなる進化を推進すべく、４月に食品ゾーンを 24 年ぶりに大規模に改装い

たしました。この改装は、昨年９月のグランドリニューアルで品揃えを再編・強化した上層階と

のグレードとテイストの統一を図り、買廻り性の向上を目指したものであり、集客の核となる話

題性のあるショップを多数導入いたしました。ファッション性の高い銀座に相応しい洋菓子売場

や日本酒の品揃えを強化した「グルマルシェ SAKE」を加えた銀座地区最大級の和洋酒売場

など、食品ゾーンは大きく生まれ変わりました。 

グランドリニューアルの効果として、２階インターナショナルブティックでは、消費税率引上

げ後の４月以降も売上高が好調に推移し、当第２四半期は前年同四半期に比べ約３割増加いたし

ました。一方、円安や東南アジア諸国へのビザ発給要件の緩和等によって訪日外国人が増加し、

免税売上高も大きな伸びを見せております。 

催事におきましては、「MOOMIN！ムーミン展」や「くまのプーさん展」を開催するなど、独

自性と話題性のある企画とプロモーションによって集客力を高め、売上の向上に努めてまいりま

した。 

浅草店におきましては、入居する商業施設「EKIMISE」との相乗効果の発揮に取り組み、地下

１階の惣菜売場を改装し、新ゾーン「浅草ごちそう横丁」を開設するなど、業績の向上に尽力し

てまいりました。 

以上の結果、百貨店業の売上高は 32,459 百万円と前年同四半期に比べ 2,465 百万円(＋

8.2％)の増収となり、営業利益は 634 百万円と前年同四半期に比べ 221 百万円(＋53.5％)

の増益となりました。 
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＜飲食業＞ 

飲食業のアターブル松屋グループにおきましては、主力となる婚礼宴会部門で消費税率引上

げ前の駆け込み需要等もあり婚礼組数が前年実績を上回りましたが、昨年、受託レストラン部

門で一部営業所を閉鎖したことによる減収等もあり、飲食業全体の売上高は前年実績を下回りま

した。また、原価の低減や人件費等販売管理費の圧縮に取り組みましたが、新規出店に伴う費用

等の計上もあり、営業利益も前年実績を下回りました。 

以上の結果、飲食業の売上高は 2,740 百万円と前年同四半期に比べ 57 百万円(△2.0％)の減収

となり、営業損失は 24 百万円と前年同四半期に比べ 84 百万円の減益となりました。 

＜ビル総合サービス及び広告業＞ 

ビル総合サービス及び広告業の㈱シービーケーにおきましては、主としてビルメンテナンス部

門における設備工事等の受注が好調に推移し、売上高、営業利益ともに前年実績を上回りました。 

以上の結果、ビル総合サービス及び広告業の売上高は 2,775 百万円と前年同四半期に比べ 91

百万円(＋3.4％)の増収となり、営業利益は 83 百万円と前年同四半期に比べ 82 百万円の増益と

なりました。 

＜輸入商品販売業＞ 

輸入商品販売業の㈱スキャンデックスにおきましては、本年２店舗を新規出店し 14 店舗体制

となった「イッタラ」直営店を中心に順調に売上を伸ばしました。また、「レ・クリント」の好

調や消費税率引上げに伴う駆け込み需要もあり、売上高、営業利益ともに前年実績を上回りまし

た。 

以上の結果、輸入商品販売業の売上高は 1,111 百万円と前年同四半期に比べ 288 百万円(＋

35.1％)の増収となり、営業利益は 94 百万円と前年同四半期に比べ 30 百万円(＋48.0％)の増益

となりました。 

 

（2）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末に比べ、628 百万円増加し 46,233

百万円となりました。これは主に投資有価証券 611 百万円の増加等によるものであります。負債

合計は前連結会計年度末に比べ、42 百万円減少し 29,418 百万円となりました。これは主に借入

金 301 百万円の減少等によるものであります。純資産合計は利益剰余金 366 百万円の増加等によ

り、671 百万円増加し 16,815 百万円となりました。 

 

（3）連結業績予想等に関する定性的情報 

通期の業績予想につきましては、当第２四半期の実績および足元の業績動向を踏まえ、これ

を見直した結果、連結の売上高、営業利益、経常利益、当期純利益および個別の売上高、経

常利益、当期純利益がそれぞれ前回予想を上回る見通しとなりましたので、平成 26 年４月 14

日に公表いたしました業績予想を修正しております。 

つきましては、本日別途公表いたしました「平成 27 年２月期第２四半期(累計)業績予想との

差異および平成 27 年２月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 

(1) 四半期連結貸借対照表 

  

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年８月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 2,565 2,843 

    受取手形及び売掛金 5,028 4,305 

    たな卸資産 2,515 2,907 

    その他 1,060 881 

    貸倒引当金 △18 △17 

    流動資産合計 11,151 10,921 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 11,028 11,041 

      土地 14,093 14,093 

      その他（純額） 400 603 

      有形固定資産合計 25,522 25,738 

    無形固定資産 407 433 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 6,273 6,885 

      その他 2,283 2,287 

      貸倒引当金 △33 △33 

      投資その他の資産合計 8,523 9,139 

    固定資産合計 34,452 35,311 

  資産合計 45,604 46,233 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 6,565 6,370 

    短期借入金 9,672 10,652 

    未払法人税等 279 224 

    賞与引当金 118 285 

    商品券等回収損失引当金 383 384 

    ポイント引当金 98 97 

    その他 4,615 4,776 

    流動負債合計 21,732 22,792 

  固定負債     

    長期借入金 4,796 3,515 

    退職給付引当金 401 450 

    環境対策引当金 29 29 

    その他 2,500 2,630 

    固定負債合計 7,727 6,625 

  負債合計 29,460 29,418 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年８月31日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 7,132 7,132 

    資本剰余金 5,639 5,639 

    利益剰余金 2,181 2,547 

    自己株式 △427 △427 

    株主資本合計 14,525 14,892 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 1,406 1,747 

    繰延ヘッジ損益 23 △5 

    その他の包括利益累計額合計 1,430 1,741 

  少数株主持分 187 181 

  純資産合計 16,144 16,815 

負債純資産合計 45,604 46,233 
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年８月31日) 

売上高 35,004 37,639 

売上原価 25,787 27,809 

売上総利益 9,216 9,829 

販売費及び一般管理費 8,662 9,063 

営業利益 554 766 

営業外収益     

  受取利息 2 3 

  受取配当金 83 85 

  債務勘定整理益 101 99 

  受取協賛金 10 67 

  その他 67 66 

  営業外収益合計 264 322 

営業外費用     

  支払利息 107 98 

  商品券等回収損失引当金繰入額 68 74 

  その他 12 12 

  営業外費用合計 188 185 

経常利益 630 902 

特別利益     

  改装協力金 374 ― 

  特別利益合計 374 ― 

特別損失     

  固定資産除却損 543 90 

  その他 9 7 

  特別損失合計 552 98 

税金等調整前四半期純利益 452 804 

法人税、住民税及び事業税 47 228 

法人税等調整額 10 81 

法人税等合計 57 309 

少数株主損益調整前四半期純利益 395 495 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 26 △3 

四半期純利益 368 498 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年８月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 395 495 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 467 361 

  繰延ヘッジ損益 15 △30 

  持分法適用会社に対する持分相当額 14 △20 

  その他の包括利益合計 498 310 

四半期包括利益 893 805 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 866 810 

  少数株主に係る四半期包括利益 26 △4 
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 452 804 

  減価償却費 571 646 

  賞与引当金の増減額（△は減少） 91 166 

  受取利息及び受取配当金 △86 △89 

  支払利息 107 98 

  改装協力金 △374 ― 

  固定資産除却損 543 90 

  売上債権の増減額（△は増加） 721 723 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △99 △391 

  仕入債務の増減額（△は減少） △862 △194 

  その他 108 64 

  小計 1,175 1,919 

  利息及び配当金の受取額 88 91 

  利息の支払額 △105 △101 

  改装協力金による収入 208 ― 

  法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 4 △281 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 1,371 1,627 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有形固定資産の取得による支出 △1,184 △753 

  無形固定資産の取得による支出 △2 △17 

  投資有価証券の取得による支出 △4 △54 

  投資有価証券の売却による収入 0 11 

  その他 △67 △49 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △1,258 △862 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） △420 290 

  長期借入れによる収入 500 1,000 

  長期借入金の返済による支出 △502 △1,592 

  長期未払金の増減額(△は減少) 404 △39 

  配当金の支払額 ― △131 

  その他 △14 △13 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △33 △486 

現金及び現金同等物に係る換算差額 ― ― 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 79 278 

現金及び現金同等物の期首残高 2,348 2,565 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,428 2,843 
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（4）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（5）セグメント情報等 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年８月31日)   

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

その他 

(注)１ 
合計 

調整額 

(注)２ 

四半期連

結損益計

算書計上

額(注)３
 百貨店業 飲食業 

ビル総合
サービス及び

広告業 

輸入商品

販売業 
計 

売上高     

外部顧客への売上高 29,975 2,745 1,300 792 34,812 191 35,004 ― 35,004

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
19 52 1,382 30 1,485 380 1,865 △1,865 ―

計 29,994 2,797 2,683 822 36,298 571 36,870 △1,865 35,004

セグメント利益 413 60 1 63 538 31 570 △15 554

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、用度品・事務用品の納入、ＯＡ機器類の 

リース、保険代理業、商品販売の取次ぎ、商品検査業務等が含まれております。 

２ セグメント利益の調整額△15百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

   ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年３月１日 至 平成26年８月31日)   

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

その他 

(注)１ 
合計 

調整額 

(注)２ 

四半期連

結損益計

算書計上

額(注)３
 百貨店業 飲食業 

ビル総合
サービス及び

広告業 

輸入商品

販売業 
計 

売上高     

外部顧客への売上高 32,442 2,690 1,265 1,070 37,468 170 37,639 ― 37,639

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
17 49 1,510 41 1,618 381 1,999 △1,999 ―

計 32,459 2,740 2,775 1,111 39,087 552 39,639 △1,999 37,639

セグメント利益又は損失(△) 634 △24 83 94 788 7 796 △30 766

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、用度品・事務用品の納入、ＯＡ機器類の 

リース、保険代理業、商品販売の取次ぎ、商品検査業務等が含まれております。 

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△30百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

   ３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

（6）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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